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降誕節第 9 主日               No. 08 
 

主日礼拝   

 

前奏 「           」 

（     ） 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

「ハレルヤ。 

わたしたちの神
かみ

をほめ歌
うた

うのはいかに喜
よろこ

ばしく 

神
かみ

への賛
さん

美
び

はいかに美
うつく

しく 快
こころよ

いことか。 

主
しゅ

はエルサレムを再
さい

建
けん

し 

イスラエルの追
お

いやられた人
ひと

々
びと

を集
あつ

めてくださる。 

打
う

ち砕
くだ

かれた心
こころ

の人
ひと

々
びと

を癒
いや

し 

その傷
きず

を包
つつ

んでくださる。」    （詩編 147：1～3） 

 

リタニー 「光の子となる」 

            （｢教師の友」2 月） 
 

司式者：神
かみ

さまの言
ことば

を聞
き

きましょう 
 

会 衆：ぐちゃぐちゃの世
せ

界
かい

に「光
ひかり

あれ」 
 

司式者：イエスさまの御
み

業
わざ

を見
み

ましょう 
 

会 衆：わたしが世
よ

の光
ひかり

です 
 

司式者：光
ひかり

が暗
くら

闇
やみ

を覆
おお

います 
 

会 衆：もう、怖
こわ

くないよ 
 

司式者：もう、迷
まよ

わないよ 
 

一 同：さあ、光
ひかり

の子
こ

として歩
あゆ

みましょう 

    アーメン 

 

祈祷 

 

献金 献金箱が受付に置いてありますので、 

礼拝前にお献げください。 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

聖書 マルコによる福音書 2：1～12 
              新約(新共同訳)p63～p64 

 

数
すう

日
じつ

後
ご

、イエスが再
ふたた

びカファルナウムに来
こ

られると、

家
いえ

におられることが知
し

れ渡
わた

り、大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

が集
あつ

まった

ので、戸
と

口
ぐち

の辺
あた

りまですきまもないほどになった。

イエスが御
み

言
こと

葉
ば

を語
かた

っておられると、四
よ

人
にん

の男
おとこ

が中
ちゅう

風
ぶ

の人
ひと

を運
はこ

んで来
き

た。しかし、群
ぐん

衆
しゅう

に阻
はば

まれて、イ

エスのもとに連
つ

れて行
い

くことができなかったので、

イエスがおられる辺
あた

りの屋
や

根
ね

をはがして穴
あな

をあけ、

病
びょう

人
にん

の寝
ね

ている床
とこ

をつり降
お

ろした。イエスはその人
ひと

たちの信
しん

仰
こう

を見
み

て、中
ちゅう

風
ぶ

の人
ひと

に、「子
こ

よ、あなたの

罪
つみ

は赦
ゆる

される」と言
い

われた。ところが、そこに律
りっ

法
ぽう

学
がく

者
しゃ

が数
すう

人
にん

座
すわ

っていて、心
こころ

の中
なか

であれこれと考
かんが

えた。

「この人
ひと

は、なぜこういうことを口
くち

にするのか。神
かみ

を冒
ぼう

瀆
とく

している。神
かみ

おひとりのほかに、いったいだ

れが、罪
つみ

を赦
ゆる

すことができるだろうか。」イエスは、

彼
かれ

らが心
こころ

の中
なか

で考
かんが

えていることを、御
ご

自
じ

分
ぶん

の霊
れい

の

力
ちから

ですぐに知
し

って言
い

われた。「なぜ、そんな考
かんが

えを

心
こころ

に抱
いだ

くのか。中
ちゅう

風
ぶ

の人
ひと

に『あなたの罪
つみ

は赦
ゆる

される』

と言
い

うのと、『起
お

きて、床
とこ

を担
かつ

いで歩
ある

け』と言
い

うの

と、どちらが易
やさ

しいか。人
ひと

の子
こ

が地
ち

上
じょう

で罪
つみ

を赦
ゆる

す権
けん

威
い

を持
も

っていることを知
し

らせよう。」そして、中
ちゅう

風
ぶう

の人
ひと

に言
い

われた。「わたしはあなたに言
い

う。起
お

き上
あ

がり、床
とこ

を担
かつ

いで家
いえ

に帰
かえ

りなさい。」その人
ひと

は起
お

き

上
あ

がり、すぐに床
とこ

を担
かつ

いで、皆
みな

の見
み

ている前
まえ

を出
で

て

行
い

った。人
ひと

々
びと

は皆
みな

驚
おどろ

き、「このようなことは、今
いま

ま

で見
み

たことがない」と言
い

って、神
かみ

を賛
さん

美
び

した。 
 

 
 
 
 



賛美 160(1,4,5)「深き悩みより」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説教 「癒やしへの一歩」 
 

賛美 510(1,3,4)「主よ、終わりまで」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

 

後奏 「           」 

（     ） 

 

司 式 塩冶 みはる 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 
 

 

 

 

 

 


